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投票資格は20歳以上で投票資格は20歳以上で
昨年末から市に住民登録している方昨年末から市に住民登録している方
◆年齢／平成３年４月11日以前に生まれた方
◆住所／平成22年12月31日以前から引き続いて市
内に居住し、住民基本台帳に記載されている方
◆12月31日以降に県内他市町村から転入された方／
 転入前の住所地での投票になります。転入・転出
先どちらかの自治体に引き続き県内に住所があ
る証明書（引き続き証明書）を請求ください。

郵便投票ができる方郵便投票ができる方
身体に重度の障がいがあるな
どの理由から、投票所に行けな
い方は郵送で投票できます。投
票には証明書の発行が必要で
す。詳細は問い合わせください。
郵便投票の請求期限／

４月６日（水）
郵便投票の対象者／身体障害
者手帳、戦傷病者手帳、介護
保険者証のいずれかがあり、
一定の条件に該当する方

入院・入所中の方入院・入所中の方
次の施設に入院・入所中の方は、
施設で不在者投票ができます。
病院長等に申請してください。
仙北組合総合病院、市立大曲病
院、大曲中通病院、花園病院、
県立リハビリテーション・精神医
療センター、協和病院、サング
レイス、峰山荘、愛幸園、幸寿園、
ありすの街、柏の郷、こもれび
の杜、八乙女荘、真森苑、桜寿苑、
福寿園、テンダーヒルズ、真木苑、
サン・サルビア、なごみのさと

選挙の当日に仕事やレジャーなど
で投票できない方は、期日前投票
期間内であれば、次のどの投票所
でも投票できます。
◆時間／午前８時30分～午後８時
◆会場／大曲・西仙北・中仙・協和・南
外の各庁舎と神岡福祉センタ̶、
仙北就業改善センター、太田農村
環境改善センター
◆持参するもの／
 投票所入場券
 （届いている方）

秋田県議会議員
一般選挙
任期満了に伴う秋田県議会議員一般選挙が
４月１日に告示され、
４月10日に投票が行われます。
秋田県民の代表を決める大切な選挙です。
１人の棄権者もないように、
必ず投票しましょう。
【問い合わせ】
 選挙管理委員会事務局 
  ☎0187-72-2167

◆時間／午後８時30分～
◆会場／大曲体育館
※観覧を希望する方はスリッパなど
を持参してください（土足厳禁）

◆時間／午前７時～午後７時
◆会場／各投票所
※投票所は「投票所入場券」に記載し
ています。仙北地域第601・第602投
票区は今回の選挙
から統合となり、第
602投票区（横堀小
学校）となりますの
で、ご注意ください。

投票・開票投票・開票 期日前投票期日前投票投票へ 行こう 創ろう 元気な秋田

明るい選挙推進協会
イメージキャラクター
めいすいくん

日 土 土
大切な一票
忘れず投票

投
票

開
票

投票資格がある方には投票資格がある方には
投票所入場券が郵送されます投票所入場券が郵送されます
投票所入場券は４月１日（金）から各戸へ配布す
る予定ですが、休日を挟むことや地域的な関係も
あり、期日前投票が始まる２日（土）まで全戸に
配布されない場合も考えられます。
仮に投票所入場券が届いていない場合でも、期日前
投票はできますので期日前投票所へお越しください。

選挙公報選挙公報

次の施設でも配布しています
市役所各庁舎、女性センター、サ
ンクエスト大曲、大曲各地区公民
館、北　岡公民館、神岡中央公民
館（嶽雄館）、西仙北中央公民館、
西仙北スポーツセンター、西仙北
林業者等健康増進施設、西仙北
農村環境改善センター、強首地
区多目的研修施設、中仙公民館
（ドンパル）・中仙各地区分館、こ
めこめプラザ、協和公民館（和ピ
ア）・淀川分館、四季の湯、峰吉川
基幹集落センター、南外ふるさと
館、仙北ふれあい文化センター、
柵の湯、太田公民館、奥羽山荘

候補者の政策等を
掲載した選挙公報
は、新聞折込で４
月７日までに各世
帯に配布する予定
です。新聞未購読
世帯の方には、連
絡をいただければ
郵送します。
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は
じ
め
に

　

市
長
就
任
以
来
、「
市
政
は
市
民
の

た
め
に
」を
基
本
理
念
に
、
大
仙
市
の

将
来
都
市
像
で
あ
る
「
人
が
活い

き
人

が
集
う
夢
の
あ
る
田
園
交
流
都
市
」

の
実
現
に
向
け
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

私
に
与
え
ら
れ
た
最
大
の
責
務

は
、
本
市
が
一
体
性
の
あ
る
自
治
体

と
し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
の
基
礎

を
固
め
、
軌
道
に
乗
せ
る
こ
と
で
あ

る
と
考
え
、
旧
市
町
村
が
築
い
て
き

た
産
業
や
文
化
、伝
統
、ま
ち
づ
く
り

の
方
針
を
大
切
に
、
地
方
分
権
時
代

に
ふ
さ
わ
し
い
「
市
民
と
行
政
と
の

協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
」
を
推
進

平成23年度

施政方針
演説

主要
課題

主要
課題子育て支援と

教育の充実
　元気で活力ある地域となるために
は、子どもを安心して産み、健やかに
育てられる環境整備と、心豊かで創
造力にあふれる人材の育成につな
がる教育の充実が重要です。
　これまで、子育て支援に積極的
に取り組み、全県下でも手厚い支
援環境をつくってきました。今後も
子どもを安心して産み、育てられる
環境づくりを着実に進めます。
　また、学校教育では、児童生徒の
望ましい学習や生活習慣の維持向
上に積極的に取り組んできたほか、
急速に進む少子化の中で、より良い
学習環境づくりに向け、学校規模適
正化や施設整備、耐震補強などに
努めてきました。現在、全国学力、体
力・運動能力等の調査で本市の児
童生徒が全国トップクラスに位置し
ていることは、こうした取り組みが実
を結んでいる現れと考えています。
　今後も、本市の教育目標の「生き
てはたらく知恵を育み、創造力にあ
ふれる人づくり」に向け、保護者や
地域との連携を図りながら、取り組
みをより一層充実させていきます。

市民生活の安定と
経済の活性化
　現在の日本経済は、世界金融危
機の影響等による景気の低迷か
ら、緩やかに回復していくことが
期待されていますが、地方経済は
景気の冷え込みによる影響が根
強く、明るい兆しを見出せない状
況が続いています。
　市では、こうした状況を踏ま
え、国や県の対策との調整を図
りながら、県内市町村ではいち
早く「大仙市経済・雇用・生活緊
急対策第１次行動計画」を策定
し、この計画に基づく多くの施
策を平成21年１月から実施して
きました。
　しかし、依然として厳しい地
域の経済情勢等を考慮し、より
一層の対策を図るため、今年１
月に第３次行動計画を策定しま
した。市民生活の安定と経済の
活性化に向け、引き続き雇用対
策と就労支援の充実、切れ目な
い企業支援、消費活動の奨励な
どを柱とした対策を一体的・総
合的に推進します。

の実現に向け
平
成
23
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
の
初
日
、栗
林
次
美
市
長
が
23
年
度
の
施
政
方
針
に
つ
い
て
演
説
を
行
い
、

当
初
予
算（
案
）や
各
種
報
告
、各
分
野
の
施
策
概
要
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

今
回
の
広
報
で
は
、５
つ
の
主
要
課
題
と
主
な
施
策
に
つ
い
て
、抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／http://w

w
w

.city.daisen.akita.jp/
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主要
課題

主要
課題

主要
課題 安心できる

健やかな暮らしの実現
　市民の健康維持・向上のために
は、安心できる医療体制の構築
や、生活習慣病などの疾病の未然
防止、健康づくりに取り組める環
境の整備が必要不可欠です。
　地域の中核病院である仙北組合
総合病院の改築整備の推進をはじ
め、祝休日・夜間の医療体制の充実
や災害時の医療体制づくり、医師確
保対策など地域医療体制のさらな
る充実に努めます。
　疾病の予防や早期発見・早期治
療では、子宮頸がん・ヒブ・小児用肺
炎球菌の３予防ワクチンの接種費
用を全額助成し、疾病の未然防止
を図り、本県の死亡率が極めて高い
大腸がんについては、国立がん研
究センターと昭和大学の研究事業
にモデル市として参画し、大腸がん
の早期発見・早期治療に努めます。
　また、自殺が大きな社会問題と
なっていることから、その予防対
策の強化を図ります。

活力ある
農林水産業の確立
　国では、平成22年度において
実施した「戸別所得補償モデル
事業」について、平成23年度から
は畑作物にも対象範囲を拡大し、
「戸別所得補償制度」として本格
実施します。
　県でも、秋田県農林漁業振興
臨時対策基金を活用した「農林
漁業競争力強化・躍進プラン」に
より、秋田県の農林漁業の構造
改革を集中的に進めようとして
います。
　市では、平成23年度から向こ
う５年間を見据えた新たな「農
業振興計画」を策定しました。
「担い手の育成と生産環境の整
備」「地域に適合した作物づくり」
「加工・販売・交流型農業の推進」
「農山村環境の改善と保全」を柱
に、国や県の農業施策を的確に
捉えながら、今後の市場動向に
も迅速に対応できるような活力
ある農林水産業の確立に向け
て、取り組みを着実に進めます。

長寿社会に対応できる
地域公共交通の確立
　平成20年２月に策定した「大仙
市の新しい地域公共交通計画」に
基づき、路線バスの廃止による代替
交通や公共交通空白地域の解消策
として乗合タクシー、コミュニティ
バスを運行し、日常生活に不可欠な
移動手段の確保に努めてきました。
　平成23年度から５年間の次期
計画として「大仙市のよりよい地
域公共交通計画」の策定作業を進
めています。市内で基幹路線の役
割を担うバス路線の維持方針と
その運営方式の見直し、これに連
結する乗合タクシーなど既存の
交通システムの利便性向上に向
けた事業、市民と行政の協働によ
る新たな交通システムの検討の
ほか、鉄道に関する利用者ニーズ
調査に基づき、ダイヤ改正と増発
をJRに要望することなどを計画
に盛り込みます。
　本計画のもと、今後も市民の日
常生活の足の確保に努め、市民・
運行事業者・行政の３者で支え合
う、長寿社会に対応した地域公共
交通の実現に向けて努力します。

し
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
社
会
経
済
情
勢
は
刻
一
刻

と
変
化
し
て
お
り
、
特
に
経
済
に
つ

い
て
は
、
一
部
に
明
る
い
兆
し
が
見

ら
れ
る
も
の
の
、
本
市
の
よ
う
な
地

方
都
市
に
お
い
て
は
閉
塞
感
を
払
拭

で
き
な
い
状
況
に
あ
り
、
市
民
生
活

を
営
む
上
で
の
不
安
材
料
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
一
刻
も
早
く
こ
の

状
況
を
打
開
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん

が
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な

施
策
の
推
進
が
緊
急
の
重
要
課
題
で

あ
る
と
強
く
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
う
し
た
課
題
に
し
っ

か
り
と
対
応
し
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
新
た

に
平
成
23
年
度
を
初
年
度
と
す
る
後

期
基
本
計
画
と
そ
れ
に
基
づ
く
実
施

計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。前

期
計
画
で
の
成
果
や
反
省
点
を
踏
ま

え
つ
つ
、
市
民
の
声
を
市
政
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
を
基
本
に
、
向
こ
う
５

年
間
の
市
政
運
営
の
基
本
的
な
方
策

を
定
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と

も
に
進
め
て
き
た
事
業
の
成
果
を
土

台
と
し
て
、一
体
感
の
あ
る「
大
仙
市
」

と
し
て
の
取
り
組
み
を
前
面
に
打
ち

出
し
な
が
ら
、
こ
の
新
た
な
基
本
計

画
の
も
と
、各
種
施
策
・
事
業
を
効
果

的
・
効
率
的
に
実
施
し
、将
来
都
市
像

の
実
現
に
向
け
、
よ
り
一
層
邁ま

い

進し
ん

し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

人が活き 人が集う 
夢のある田園交流都市 

平成23年度

施政方針
演説

※ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチンに
ついては接種を見合わせます。詳細
は９ページをご覧ください。
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平成23年
施政方針演説

安心して健やかに
暮らせるまちづくり
【ワクチン接種・検診】
子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン
（インフルエンザ菌ｂ型ワクチン）、小児用
肺炎球菌ワクチンの接種費用を平成23
年度から全額助成。子宮頸がん予防ワク
チン接種については、高校２年生と高校
３年生相当年齢の女子には、市単独事業
として実施。子宮頸がん集団検診の対象
年齢を20歳から19歳に引き下げます。

【大腸がん検診研究事業】
国立がん研究センターと昭和大学の大腸
がん検診研究事業にモデル市として参画
します。40歳以上74歳までの方を対象に、
現在の便潜血検査に加え大腸内視鏡検査
を併用する検診を10年間継続して実施。
大腸内視鏡検査の有効性を評価・研究す
るもので、仙北市立角館総合病院を実施
医療機関とし、平成23年度は、同病院に
近い太田地域と中仙地域を対象に実施し
ます。※24年度は対象地域を拡大する予定

【自殺予防対策】
嘱託職員の臨床心理士を配置。地域ぐるみ
の心のネットワークづくりに取り組みます。

【子育て支援の充実】
保育支援員を６人増員し42人体制とし
て保育体制を強化。また、保育アドバ
イザーを１人から２人に、家庭相談員
を２人から３人にそれぞれ増員し、良
好な子育て環境の整備に努めます。

【障がい者・障がい児福祉の充実】
障がい者通所施設等交通費助成金支給
事業を実施。また、障がい者施設支援
員等の就業を推進し、障がい者を支援
する担い手の確保に努めます。

計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て

　

市
の
主
要
課
題
や
施
策
を
解
決
・
推
進
す

る
た
め
に
は
、
行
政
側
の
推
進
体
制
の
整
備

と
、ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
市
民
の
み
な
さ
ん

の
積
極
的
な
参
画
が
何
よ
り
重
要
で
す
。

　

地
方
分
権
の
進
展
や
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
よ
る
行
政
需
要
の
多
様
化
・
高
度
化
、今

後
の
大
量
退
職
に
よ
る
職
員
の
大
幅
な
減
少

な
ど
を
踏
ま
え
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

実
現
と
事
務
の
簡
素
化
・
効
率
化
を
目
指
し
、

来
年
度
に
組
織
機
構
を
再
編
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
本
庁
７
部
33
課
と
７
総
合

支
所
28
課
、教
育
委
員
会
９
課
７
分
室
、議
会

事
務
局
、
行
政
委
員
会
５
事
務
局
の
計
82
課

２
公
営
企
業
体
制
か
ら
、
本
庁
７
部
29
課
と

７
支
所
14
課
、教
育
委
員
会
２
部
５
課
、議
会

事
務
局
、
行
政
委
員
会
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未来を創り
心豊かな人を育むまちづくり
【学校規模適正化の推進】
平成24年４月に統合する小・中学校の校
舎整備について、統合校舎の増改築・部
分改修を行います。閉校となる小・中学
校では、閉校記念事業などを実施します。

【学校教育の推進】
教員研修や中学生の首都圏大学等への
派遣により理数教育の充実を図ります。
小・中学校における楽器の購入・更新
を促進し、音楽活動のさらなる充実を
図り、子どもたちの情操の成長と地域
の文化活動の基盤づくりに努めます。

【生涯学習の推進】
平成24年度から５カ年の「第２次生涯
学習推進計画」を策定します。
秋田おばこ節、秋田おはら節、秋田飴売
り節の３つの全国大会への支援、出前民
謡「ふるさと民謡めぐり」を継続。若手の
育成と民謡文化の継承・普及に努めます。

【総合図書館事業】
平成23年度と 24年度の２年間で、約
30,000 冊の図書を購入し、公立図書館
と学校図書の充実を図ります。

【文化財の保護・整備】
旧池田氏庭園整備事業として、５カ年計
画で米蔵と味　蔵の修復工事を進めます。
また、鈴木空如の資料群の取得・市有
化による貴重な歴史資料の散逸防止と
経年劣化による損傷の防止を図りなが
ら、末永く後世に伝え、その画業と人
物を顕彰します。

【スポーツ振興】
北東北３県合同開催の全国高等学校総
合体育大会のなぎなた競技が、８月17
日から19日までの３日間の予定で仙北
地域のふれあい体育館で開催されます。

主な施策
の概要

主な施策
の概要

主な施策
の概要活き活きと希望を持って

活躍できるまちづくり
【担い手の育成と生産環境の整備】
農業のリーダーとなる人材の育成、中
山間農地の引き受け手を確保し、有効
活用を推進します。

【条件不利地域の小規模土地改良事業】
農業条件不利地域でモデル地区を定め、
担い手の定着による集落コミュニティの再
生・向上を生産基盤の面から支援します。

【地域に適合した作物づくり】
重点振興作物をより一層奨励し、地域特
有の野菜等の生産を支援します。

【雇用の安定と就労の促進】
新たに「雇用創出助成金制度」を創設し、
就職を支援します。
求職中の 45歳未満の方を対象に、現
場作業に必要な資格の取得講座を開設。
市内事業所に在職中の45歳未満の方を
対象にスキルアップ講習を実施します。

【市内企業の経営に対する支援】
マル仙融資制度による設備資金と経営
安定資金の利子補給と融資保証料の全
額補給を継続します。

【工業の振興】
工場等の新規取得やリース操業を対象に
新たな助成制度を創設し、企業の事業拡
大や新規事業への挑戦を支援します。

【企業誘致】
新規誘致に向けて「農商工連携」をキー
ワードに、企業へ規模拡大の意向調査
を実施します。

【観光振興】
フィルムコミッションの立ち上げに向け、関
係機関との連携を図りながら、交流人口の
増加を目指し、立ち上げを着実に推進します。

※ヒブ・小児用肺炎球菌ワクチンについ
ては接種を見合わせます。詳細は９ペー
ジをご覧ください。
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生活の基盤が整った
まちづくり
【市道整備】
南外と西仙北を結ぶ南外１号線の整備、西
仙北の小学校統合による通学路の安全対
策で、上ノ台１号線歩道整備を実施します。

【都市計画】
都市計画マスタープランの方針に基づき
都市計画区域拡大や用途地域を見直し、
都市計画図と用途地域図を作成をします。

【大曲駅前第二地区土地区画整理事業】
住宅市街地総合整備事業との連携を図り
ながら、大花町地区の効率的な建物移転
補償と基盤整備を進めます。

【都市計画道路中通線】
JR奥羽本線アンダーパス区間の早期開通
に向け、引き続き大花町側を整備する計画
で、連絡する都市計画道路大花線と区画
道路も整備を進めます。あわせて、供用
開始に向けて街区の整地工事と上下水道
工事も施工します。中通線街路整備事業
に着手し、都市計画道路駅東線までの未
整備区間192㍍について、取付道路の詳
細設計、用地測量、建物調査を実施します。

【簡易水道事業】
西仙北の大沢郷地区簡易水道施設整備
事業の事業完了に向けた構造物の外構
工事と路面復旧工事等を進めます。

【下水道事業】
大曲、神岡、中仙、南外の４地域の管
路工事を引き続き進めます。

【農業集落排水事業】
太田地域の三本扇地区の供用開始に向
けて管路工事と処理施設の機能調整工
事、場内整備工事を進めます。また、大
曲地域の角間川地区で真空式管路施設
工事と処理施設建築工事を実施します。

仲間とふれあい
ともに活躍できるまちづくり
【地域情報化の推進】
超高速・大容量のデータ通信ができる
ネットワークサービスの安定した提供
と、地上デジタルテレビ放送の安定した
再送信の維持管理を実施。地デジ化によ
る新たな難視聴地域の解消を図ります。
通信事業者が光ケーブル網の整備を進め
ている神岡地域全域、西仙北地域の一部
と中仙地域の一部について、10月をめ
どに完成するよう事業者に要望します。

【光ケーブル網の活用】
情報関連企業や通信事業者と連携を図り、
新たな活用策の普及・支援を図ります。

【携帯電話の不感地域の解消】
大曲地域内小友の小出沢地区、西仙北
地域の大沢郷上布又地区・下布又地区
と太田地域と中仙地域の間に位置する
真木・フカウジ地区に移動通信用鉄塔
施設を整備します。

【男女共同参画推進】
市民や事業所を対象に、意識高揚や知
識習得のための啓発活動を推進するほ
か、講座や研修会などを実施します。

【国際交流の推進】
韓国唐津郡とのスポーツ交流を進めます。
また、国際教養大学の留学生と市内小・
中学校の児童生徒並びに幼稚園・保育
園児による交流を継続するほか、新た
な取り組みとして、職員を国際教養大
学に派遣し、国際教養教育と国際交流
の一層の推進を図ります。

【少子化対策】
市民と行政の協働により脱少子化に向
けた取り組みとして「むすび・サポー
ト事業」を実施。（仮称）婚活支援セン
ターの設立等を検討します。

環境と調和し快適で
安全に暮らせるまちづくり
【住宅環境の整備】
耐震改修工事への助成を新たに加えた
建築物耐震診断等事業を引き続き実施。
災害時の重要拠点となる庁舎や市が所有
する建築物の、耐震改修を順次進めます。

【住宅リフォーム】
相談体制や情報提供を充実させながら、
住宅リフォーム支援事業を継続。より
一層の利用促進を図るため、補助金交
付要件となる最低工事費を現在の50万
円から30万円に引き下げます。

【特定外来生物調査駆除事業】
市内全域で特定外来生物の生息調査と
駆除を行い、地域生態系を保全します。

【地球温暖化防止対策】
低消費電力かつ長寿命で環境にやさし
い LED照明の購入助成を行い、一般家
庭への普及促進を図ります。

【一般廃棄物処理対策】
ゴミの減量化とリサイクル推進の新たな
取り組みとして、市内全域でペットボト
ルキャップの拠点回収を実施します。

【廃食用油回収事業】
事業の周知徹底を図りながら、回収した
油から精製されたバイオディーゼル燃
料の公用車両への利用拡大を進めます。

【消費者行政の推進】
消費生活相談室を市役所内に新たに設
置。相談体制の整備と強化を図り、消
費者被害の未然防止に努めます。

【消防団員】
消防団協力事業所制度の周知を進め、
女性団員やOB団員の活用を図る協力員
を募集し、団員の確保に努めます。
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の概要
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の概要
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市の各種保健・福祉サービス制度を紹介します。現在サービスを利用している方も、
新規に申し込む方もサービスの利用には申請が必要です。
詳しい内容については問い合わせください。

市市のの各種保健各種保健・・福祉サービス制度福祉サービス制度
♥♥♥♥♥♥♥♥

乳幼児健康診査
健診のお知らせは個人に直接通知しま
す。確認の上、会場にお越しください。
会場／【大曲保健センター】大曲地
域の方【仙北保健センター】中仙・仙
北・太田地域の方【西仙北総合支所】
神岡・西仙北・協和・南外地域の方

予防接種（任意接種）
子宮頸がん予防ワクチンの接種を
市内受託医療機関で、無料実施する
予定です。
対象／市内在住の中学１年から高
校３年相当の年齢の女子
接種回数／６カ月以内に３回（初回→
初回から１カ月後→初回から６カ月以内）
※３回接種しないと充分な効果が得られません。

胃がん検診無料クーポン券
胃がん検診の無料クーポン券を５
月以降、対象者に送付します。
詳細については、個人に直接通知し
ます。
対象／市内在住の40歳、50歳の方

大腸がん検診研究事業
国立がん研究センターが行う「大腸
内視鏡検診研究事業」のモデル地区
として事業に参加します。健康管理
上、必要な検診ですので、ぜひ参加
ください。詳細については、後日お
知らせします。
対象／中仙、太田地域の

40歳～74歳の方

【問い合わせ】
健康増進センター各分室
健康増進センター
☎0187-62-9301

健 康増進センター

♥♥♥ ♥

♥♥♥♥

地域児童健全育成事業
（放課後児童クラブ）

保護者が仕事などで日中、家にいな
い小学１年から３年までの児童に、放
課後、遊びや生活の場を提供します。
児童の健全な育成と保護者が安心
して働けるように支援します。
対象／保護者が仕事などで日中、家
にいない、小学１年から３年までの
児童
時間／
【月曜～金曜日】午後１時～７時
【土曜・学校休業日】午前７時30分
～午後７時
※日曜、祝日、８月13日～15日、12月29日

～１月５日は休み

利用料／月6,000円（２人目以降3,000円）
※生活保護世帯は無料、ひとり親家庭は

１人目3,000円・２人目以降1,500円

子ども手当
支給額や申請方法などの詳細につ
いては、国の法案が決まり次第、広報
紙でお知らせします。

児童扶養手当
ひとり親家庭などが支給対象となり
ます。支給を受けるためには、申請
が必要です。
対象／ 18歳までの子どもを養育
しているひとり親世帯（18歳に達し
た最初の３月31日までの子ども）
支給月／４月、８月、12月

【問い合わせ】
各総合支所市民課
児童家庭課
☎0187-63-1111 内線 102、103、129

子 育て支援事業

♥♥♥ ♥

♥♥♥♥

病児・病後児保育
病気中や回復期のため保育園等へ
行けない子どもを病院の施設で一
時的に預かり、保護者が安心して働
けるよう支援します。
対象／０歳から小学校低学年まで
の子ども
時間／
【月曜～金曜日】午前８時～午後６時
【土曜日】午前８時～午後１時
利用料／１日1,000円
※生活保護世帯は無料、市外在住者2,000円

実施施設／
吉村クリニック（戸蒔谷地添71-1）
☎080-5577-0566
生和堂医院（刈和野清光院後15-2）
☎0187-87-3070

ファミリー・サポート・センター
子育てを手助けしたい方（サポート
会員）が子育ての手助けを受けたい
方（ファミリー会員）の援助活動を
行います。
援助活動を受けるためには、事前
に登録が必要です。
対象（ファミリー会員）／
生後６カ月の乳幼児から小学３年
までの児童
援助活動内容／保育園、小学校な
どの送迎やその前後の託児、仕事
の都合など保護者が不在のときの
託児ほか
利用時間・料金／
【平日】午前７時～午後７時・１時間
500円
【その他の時間】１時間600円

申請受付開始は４月１日（金）以降
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みなさんが安心できる暮らしを支援します

【問い合わせ】
各総合支所市民課
援護福祉課障がい者支援班
☎0187-63-1111 内線 162

特別障害者手当等
重度の障がいがあり、日常生活で常
に特別の介護が必要な方で、要件に
該当した場合は手当を支給します。
【特別障害者手当】
対象／障害者年金１級程度の状態
を基本とし、規定の要件に該当する
20歳以上の方
手当額／月額26,340円
【障害児福祉手当】
対象／重度の障がい（おおむねIQ20以下ま
たは身体障害者手帳２級程度）のため常に
特別の介護を必要とする20歳未満の方
手当額／月額14,330円

人工透析通院費支給事業
人工透析の通院治療を受けている
方で通院距離が片道５㎞以上の方
に通院費を助成します。申請日から
助成対象となります。
助成額／往復通院距離（㎞）×10円×
通院回数

障 がい者（児）タクシー券給付事業
１回の乗車につき600円を助成す
るタクシー券を交付します。
ただし、施設に入所している方、自
動車税・軽自動車税の減免を受けて
いる方および人工透析通院費を申
請される方は対象となりません。
対象／障害者手帳１級～３級（ただ
し３級は下肢・体幹・呼吸器・視覚に障が
いのある方、人工透析を受けている方）

および療育手帳Aの方、精神障害者
保健福祉手帳１級の方
交付枚数／年間24枚まで（月２枚）

障 がい者生活支援サービス

♥♥♥ ♥

♥♥♥♥

【問い合わせ】
各総合支所市民課
社会福祉課高齢者支援班
☎0187-63-1111 内線 178

持参するもの／印鑑
※はり・きゅう・マッサージ施術券、

温泉ふれあい入浴券の申請には年齢確

認できるものが必要。（健康保険証等）

高 齢者生活支援サービス

♥♥♥ ♥

♥♥♥♥

はり・きゅう・マッサージ
施術券助成事業

１回の施術につき800円を助成す
る「施術助成券」を交付します。
この助成券は市が指定する施術所
で使用可能です。申請月と70歳到
達月に応じて交付します。
対象／満70歳以上の方
交付枚数／年間24枚まで（月２枚）

家族介護慰労金支給事業
自宅で高齢者を介護している方に
月額5,000円（年額６万円限度）を助成
します。なお、特別障害者手当を受
給している方は対象になりません。
なお、４月からの支給を希望する場
合、３月中の申請が必要です。
対象／市民税非課税世帯で、要介護
４・５と認定された65歳以上の在宅高
齢者を同居しながら介護している方

家族介護用品支給事業
介護用品を購入できる支給券を交
付します。４月中の申請をお願い
します。（その後も随時受け付け）
対象／市民税所得割非課税世帯で、
要介護４・５と認定された高齢者を
同居しながら介護している方
交付枚数／年間40枚まで（1枚1,250円）

介護予防デイサービス
給食、入浴、体力向上トレーニング
など、健康増進を図り、要介護状態
にならないために自立生活を支援
するサービスを行います。
対象／おおむね60歳以上の方（要介
護、要支援と認定された方は含まない）

自己負担額／１回700円
利用可能日／平日の午前９時30分

～午後４時
会場／いきいきサロンえみのくち、
紫陽花館

軽度生活援助事業
外出時の援助、食材の買い出し、家
周りの手入れなど、軽度な日常生活
の援助が受けられる利用券を交付
します。利用券は、１枚につき１時
間以内の援助に使用できます。
対象／おおむね65歳以上で①一人暮
らし世帯の方②高齢者のみの世帯の方
自己負担額（１回の負担額）／
【市民税課税世帯】350円
【市民税均等割のみ課税世帯】300円
【市民税非課税世帯】250円
【生活保護世帯】無料
交付枚数／年間36枚まで（月３枚）

温泉ふれあい入浴サービス券
助成事業

市関連の温泉施設で利用できる半額・
無料券を申請月に応じて交付します。
対象／
【半額券】60歳から69歳までの身
体障害者手帳等をお持ちの方、70
歳から79歳までの方
【無料券】80歳以上の方
交付枚数／年間24枚まで（月２枚）

市では、市民のみなさん誰も
が安心して暮らせるよう、各
種福祉サービスの充実に努め
ています
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人　口 90,614 人 （-  84）
　男 42,690 人 （-  27）
　女 47,924 人 （-  57）
世帯数 30,846 世帯 （       3）

人
口
増
減

内
　
　
訳

出　生   37 人
死　亡   114 人
転　入   89 人
転　出   111 人

2/28現在

※(  ) 内は前月比

大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
土地区画整理事務所
 ☎ 0187-63-0542 
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 
大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

手続きはお早めに
３月・４月は市民課窓
口が混み合います。
住民異動などの届け
出は、ゆとりをもって
早めに行いましょう。

４
月
１
日
申
し
込
み
開
始

農
業
後
継
者
育
成
修
学

資
金
制
度

　

申
請
書
と
募
集
要
項
は
農
林

振
興
課
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
／
市
内
在
住
の
農
業
を

営
む
方
の
子
ど
も
で
、大
学
、

大
学
院
、短
大
、農
業
者
大
学

校
な
ど
で
農
業
関
係
を
専
攻

し
、卒
業
後
す
ぐ
に
就
農
す
る

こ
と
が
確
実
で
、他
の
奨
学
金

の
貸
与
を
受
け
て
い
な
い
方

◆
貸
付
額
／
月
額
４
万
円

◆
返
還
免
除
対
象
／
大
学
等
を
卒

業
後
す
ぐ
に
農
業
に
従
事
し
、

７
年
間
農
業
を
専
業
と
し
た
方

◆
返
還
対
象
／
修
学
資
金
貸
し

付
け
の
対
象
に
該
当
し
な
く

な
っ
た
方
、
返
還
免
除
対
象

に
該
当
し
な
く
な
っ
た
方

◆
申
込
期
間
／
４
月
１
日
（
金
）

か
ら
５
月
２
日（
月
） 

ま
で

※
土
、日
、祝
日
を
除
く

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

 

各
総
合
支
所
農
林
振
興
課

 

本
庁
農
林
振
興
課

 

内
線
２
４
５

犬
の
フ
ン
に
関
す
る
苦
情

が
増
加
し
て
い
ま
す

　

犬
の
フ
ン
に
関
す
る
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

散
歩
中
、
犬
の
フ
ン
を
放
置

し
後
始
末
を
し
な
い
飼
い
主
の

行
為
が
、
犬
の
飼
い
主
全
体
の

イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。飼
い
主
の
み
な
さ

ん
の
心
が
け
と
協
力
が
あ
れ

ば
、
フ
ン
に
関
す
る
問
題
は
改

善
で
き
ま
す
。

　

誰
も
が
気
持
ち
よ
く
暮
ら
せ

る
快
適
な
環
境
と
美
し
い
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、
次
の
マ
ナ
ー

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
犬
の
散
歩
を
す
る
と
き
は
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
や
水
の
入
っ
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
を
常
に
持

ち
ま
し
ょ
う

○
犬
の
フ
ン
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
等
に

入
れ
て
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

○
犬
が
オ
シ
ッ
コ
を
し
た
ら
水

で
流
し
ま
し
ょ
う

【
問
い
合
わ
せ
】

 

各
総
合
支
所
市
民
課

 

環
境
課 

内
線
２
７
７

臨時職員募集
市
立
大
曲
病
院

臨
時
職
員
募
集

　

選
考
は
書
類
審
査
の
上
、
面

接
で
行
い
ま
す
。詳
細
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
職
種
・
人
員
／

 

看
護
職
員
、介
護
職
員
、作
業

療
法
補
助
員
・
各
１
人

◆
応
募
資
格
／

　
【
看
護
職
員
】
看
護
師
資
格
を

取
得
し
て
い
る
方

　
【
介
護
職
員
】
介
護
福
祉
士
資

格
を
取
得
し
て
い
る
方

◆
勤
務
時
間
／

 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
賃
金
／

 

【
看
護
職
員
】時
給
１
０
０
０
円

 

【
介
護
職
員
】時
給
９
０
０
円

 

【
作
業
療
法
補
助
員
】

 

時
給
７
９
０
円

◆
申
し
込
み
方
法
／
写
真
を
張

っ
た
履
歴
書
を
提
出（
郵
送
可
）

◆
申
込
期
限
／

 

【
看
護
、介
護
職
員
】

 

３
月
31
日（
木
）

 

【
作
業
療
法
補
助
員
】

 

４
月
14
日（
木
）

◆
面
接
期
日
／

 

【
看
護
、介
護
職
員
】

 

４
月
８
日（
金
）

 

【
作
業
療
法
補
助
員
】

 

４
月
22
日（
金
）

※
面
接
時
間
に
つ
い
て
は
、
申
込
受

付
後
に
連
絡
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

 

市
立
大
曲
病
院
管
理
課

 

☎
０
１
８
７（
63
）９
１
０
０

 

〒
０
１
４‒

０
０
６
７

 

飯
田
字
堰
東
２
１
０

昨年のクリーンア
ップの様子
協力し合い、ごみの
ない、きれいなまち
にしましょう

今
年
は
４
月
17
日（
日
）

全
市
一
斉
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

　

市
で
は
、
４
月
17
日
の「
あ
き

た・ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
サ
ン
デ
ー
」

に
合
わ
せ
、「
全
市
一
斉
ク
リ
ー

ン
ア
ッ
プ
」を
実
施
し
ま
す
。

　

み
ん
な
で
協
力
し
て
身
近
な

地
域
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
ご
み
は
順
次
回
収
し
ま
す
。排
出
場

所
は
、
各
自
治
会
長
や
衛
生
団
体

代
表
者
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
４
月
17
日（
日
）午
前
中

◆
分
別
区
分
／
燃
や
せ
る
ご
み
、

燃
や
せ
な
い
ご
み

※
汚
れ
て
い
る
び
ん
・
缶
類
は
リ
サ
イ

ク
ル
に
適
さ
な
い
た
め
燃
や
せ
な

い
ご
み
に
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
燃
や

せ
る
ご
み
に
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

各
総
合
支
所
市
民
課

 

環
境
課 

内
線
２
７
７

市立大曲病院では、あなたの力を必要としています
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接
種
見合わせ

農
業
委
員
会
事
務
局

臨
時
職
員
を
募
集

　

選
考
は
面
接
で
行
い
、
面
接

の
日
程
等
は
後
日
、
申
込
者
に

連
絡
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格
／
市
内
に
在
住
し
、

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
方

◆
職
種
・
募
集
人
員
／
農
地
事

務
補
助
員
・
１
人

◆
雇
用
期
間
／
４
月
中
旬
か
ら

９
月
30
日
ま
で（
更
新
あ
り
）

◆
勤
務
時
間
／

 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
休
日
／
土
、日
、祝
日

◆
勤
務
場
所
／
東
部
農
業
委
員

会
事
務
局（
神
岡
庁
舎
内
）

※
４
月
１
日
か
ら
東
部
農
業
委
員
会

事
務
局
は
神
岡
庁
舎
内
へ
移
転
す

る
予
定
で
す
。

◆
賃
金
／
時
給
６
９
０
円

※
通
勤
手
当
な
し

◆
申
し
込
み
方
法
／
写
真
を
張

っ
た
履
歴
書
を
東
部
農
業
委

員
会
に
提
出（
郵
送
可
）

◆
申
込
期
限
／
３
月
31
日（
木
）

※
必
着

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

 

東
部
農
業
委
員
会
事
務
局

 

☎
０
１
８
７（
63
）８
９
７
０

 

〒
０
１
４‒

０
８
０
５

 

高
梨
田
茂
木
10

臨時職員募集

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

◆
募
集
住
宅
／

【
大
曲
地
域
】

○
福
見
町
市
営
住
宅（
一
般
向

け
）・１
戸（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ・Ｓ
58
建
設
）

 

家
賃
＝
１
万
６
７
０
０
〜

３
万
２
７
０
０
円
／
月

○
船
場
町
市
営
住
宅（
一
般
向

け
）・１
戸（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ・Ｈ
２
建
設
）

　

家
賃
＝
１
万
８
６
０
０
円
〜

３
万
６
６
０
０
円
／
月

○
船
場
町
市
営
住
宅（
母
子
向

け
）・１
戸（
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ・Ｈ
１
建
設
）

　

家
賃
＝
１
万
８
４
０
０
円
〜

３
万
６
１
０
０
円
／
月

○
笑
の
口
市
営
住
宅
（
高
齢
者
向

け
）・
１
戸（
１
Ｄ
Ｋ
・
Ｈ
８
建
設
）

　

家
賃
＝
１
万
４
０
０
０
円
〜

２
万
７
５
０
０
円
／
月

【
神
岡
地
域
】

○
神
岡
Ｅ
Ｆ
棟
市
営
住
宅
・
１

戸（
３
Ｄ
Ｋ
・
Ｓ
59
建
設
）

　

家
賃
＝
１
万
６
３
０
０
円
〜

３
万
２
０
０
０
円
／
月

※
家
賃
は
住
宅
の
設
備
や
入
居
者
の

収
入
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

◆
入
居
資
格
／

①
同
居
す
る
親
族
が
い
る
方

※
船
場
町
市
営
住
宅（
母
子
向
け
）は

母
子
世
帯
の
方
の
み

※
笑
の
口
市
営
住
宅
は
60
歳
以
上
の

方（
単
身
で
の
入
居
も
可
）

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

③
収
入
が
条
例
で
定
め
ら
れ
て

い
る
収
入
基
準
以
下
の
方

④
市
町
村
税
に
滞
納
が
な
い
方

⑤
同
居
者
を
含
め
全
員
が
暴
力

団
員
（
暴
力
団
対
策
法
第
２
条
第

６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団
員
）

で
な
い
こ
と

※
入
居
に
際
し
て
は
、
市
内
に
居
住

し
て
い
る
連
帯
保
証
人
が
１
人
必

要
に
な
り
ま
す
。

◆
申
込
期
限
／
３
月
17
日
（
木
）

か
ら
３
月
31
日（
木
）ま
で
の

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
土
、日
、祝
日
を
除
く

◆
入
居
可
能
日
／
４
月
28
日（
木
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

○
大
曲
地
域

 

建
築
住
宅
課

 

☎
０
１
８
７（
66
）４
９
０
９

○
神
岡
地
域

 

神
岡
総
合
支
所
建
設
課

 

☎
０
１
８
７（
72
）４
６
０
５

　

神
宮
寺
駅
前
駐
車
場
の
利
用

申
し
込
み
の
受
け
付
け
を
３
月

22
日（
火
）か
ら
開
始
し
ま
す
。

◆
利
用
期
間
／
４
月
１
日
か
ら

11
月
30
日
ま
で
の
８
カ
月
間

◆
駐
車
可
能
台
数
／
31
台

※
う
ち
、４
台
は
北
側
駐
車
場

◆
使
用
料
／
月
額
１
５
７
０
円

※
４
月
1
日
以
降
に
市
が
発
行
す
る
納

付
書
で
指
定
金
融
機
関
に
振
り
込
み

◆
申
し
込
み
方
法
／
神
岡
総
合

支
所
建
設
課
に
用
意
し
て
あ

る
申
請
書
に
車
種
、車
名
、排

気
量
、色
、ナ
ン
バ
ー
を
記
入

し
押
印
の
上
、
神
岡
総
合
支

所
建
設
課
に
提
出

◆
申
込
開
始
／
３
月
22
日（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

 

神
岡
総
合
支
所
建
設
課

 

☎
０
１
８
７（
72
）４
６
０
５

神
宮
寺
駅
前
駐
車
場
の

利
用
申
し
込
み
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す

大曲地域の「笑の口市営住宅」

ヒブ、小児用肺炎球菌ワクチンの
接種を一時見合わせます
　国内でヒブ（インフルエンザ菌b型）、小児用肺炎球菌ワ
クチンを含む、複数のワクチンの同時接種後の死亡例
が５例（３月８日現在）報告されています。
　去る３月４日には、厚生労働省から「詳細な調査を
行うため、全国の自治体および医療機関に対し接種を
一時的に見合わせること」との公表がありました。
　これを受け市では、４月から実施予定の両ワクチン
の無料接種を一時見合わせることとします。栗林市長
の施政方針表明後にこのような事態が発生したため、
方針内容の一部を変更しますが、みなさんのご理解を
お願いします。詳細については、健康増進センターに
問い合わせください。
※子宮頸がん予防ワクチンの無料接種は、実施する予定です。
【問い合わせ】健康増進センター ☎0187-62-9301

予防接種に関する緊急のお知らせ



10

大曲庁舎（本庁）
 ☎ 0187-63-1111
大曲南庁舎
 ☎ 0187-66-4905
土地区画整理事務所
 ☎ 0187-63-0542 
神岡庁舎
 ☎ 0187-72-2111
西仙北庁舎
 ☎ 0187-75-1111
中仙庁舎
 ☎ 0187-56-2111 
協和庁舎
 ☎ 018-892-2111 
南外庁舎
 ☎ 0187-74-2111 
仙北庁舎
 ☎ 0187-63-3003 
太田庁舎
 ☎ 0187-88-1111 
大仙市ホームページ
www.city.daisen.akita.jp

あ
の
歌
こ
の
歌

in
大
曲
２
０
１
１

　

平
井
康
三
郎
の
日
本
民
謡
風

歌
曲
や
往
年
の
名
歌
謡
曲
な

ど
、
時
代
を
超
え
た
珠
玉
の
名

曲
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
４
月
10
日（
日
）

 

午
後
２
時
開
演

 

（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

◆
会
場
／
大
曲
市
民
会
館
・
大

ホ
ー
ル

◆
チ
ケ
ッ
ト
料
金
／（
全
席
自
由
）

 

【
一
般
】２
０
０
０
円

 

【
高
校
生
以
下
】１
０
０
０
円

◆
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所
／

 

大
曲
市
民
会
館
、
中
仙
市
民

会
館（
ド
ン
パ
ル
）、
協
和
市
民

セ
ン
タ
ー
（
和
ピ
ア
）、仙
北
ふ

れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ほ
か

【
問
い
合
わ
せ
】

 

大
曲
市
民
会
館（
月
曜
休
館
）

 

☎
０
１
８
７（
63
）８
７
６
６

チケット好評発売中

緊
急
雇
用
創
出
臨
時
対
策

臨
時
職
員
を
募
集

　

市
議
会
定
例
会
で
の
平
成
23

年
度
予
算
承
認
後
、
市
の
臨
時

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
求
人
票
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
求
職
中
の
方

◆
雇
用
期
間
／
４
月
か
ら
６
カ

月
間（
更
新
の
場
合
あ
り
）

※
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
対
策
基
金
事

業
で
の
雇
用
期
間
は
通
算
し
て
１

年
以
内
で
あ
る
た
め
、
平
成
21
年

度
以
降
に
雇
用
さ
れ
た
こ
と
の
あ

る
方
は
、雇
用
期
間
が
制
限
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
受
け
付
け
開
始
／

 

３
月
22
日（
火
）

※
問
い
合
わ
せ
は
、
申
し
込
み
受
け

付
け
開
始
後
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
】

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
曲

 

☎
０
１
８
７（
63
）０
３
３
５

 

商
業
労
政
課 

内
線
２
５
２

職種 募集人数 勤務場所
IT 講座指導補助員 １人 情報システム課
社会福祉業務事務補助員 １人 社会福祉課
大腸がん検診の有効評価研究

事業補助員（保健師） １人 健康増進
センター

大腸がん検診の有効評価研究
事業補助員（事務補助） ２人 健康増進

センター
労政業務等事務補助員 １人 商業労政課
市道状況調査事務補助員
（雇用期間は３カ月） １人 都市計画課

建築確認窓口業務補助員 １人 建築住宅課
学校 ICTサポーター ２人 学校教育課
学校統合準備事務補助員 ５人 学校教育課
埋蔵文化財整理作業員 ３人 文化財保護課
地域中核文化的観光資源

環境整備作業員 16人 文化財保護課

歴史資料デジタルデータ化
事業補助員 １人 文化財保護課

歴史資料整理保存事業補助員 １人 文化財保護課
全国高等学校総合体育大会

推進事業補助員 １人 スポーツ振興課

スポーツ振興関係業務
事務補助員 １人 スポーツ振興課

募集職種一覧
臨時職員募集

障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算

と
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

変
更
が
可
能
に
な
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
、
両
親
の
ど
ち
ら

か
が
障
害
基
礎
年
金
を
受
給

し
、
か
つ
子
ど
も
が
子
加
算
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
児

童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
障
害
年
金
加
算
改

善
法
の
施
行
に
よ
り
、
４
月
以

降
、
児
童
扶
養
手
当
額
が
障
害

基
礎
年
金
の
子
加
算
額
を
上
回

る
場
合
、児
童
扶
養
手
当
を
受
給

（
選
択
）
で
き
ま
す
。詳
細
に
つ
い

て
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
障
害
基
礎
年
金
の
子
加
算
と
児
童

扶
養
手
当
の
両
方
を
受
給
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、母
子
・
父
子
世
帯
の
方
は
、

選
択
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

○
障
害
基
礎
年
金
に
つ
い
て

 

大
曲
年
金
事
務
所

 

☎
０
１
８
７（
63
）２
２
９
９

○
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

 

児
童
家
庭
課 

内
線
１
２
９

職
員
マ
ナ
ー
を
向
上
さ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
努
め
ま
す

　

市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
20
年

に
職
員
自
ら
が
「
マ
ナ
ー
向
上

委
員
会
」を
立
ち
上
げ
、全
職
員

が
一
丸
と
な
り
意
識
改
革
を
図

り
な
が
ら
マ
ナ
ー
の
向
上
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た

取
り
組
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

い
ま
だ
に
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
職
員
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
苦
情
や
意
見
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
貴

重
な
ご
意
見
を
職
員
一
同
、真し

ん
し

に
受
け
止
め
、市
民
の
み
な
さ
ん

が
快
く
感
じ
る
市
役
所
、
信
頼

さ
れ
る
市
役
所
を
目
指
し
て
、

よ
り
一
層
努
力
し
ま
す
の
で
、今

後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

 

人
事
課 

内
線
２
０
４

子育ての悩みを
相談ください
まるこ電話相談
☎0187-63-4166
午前10時～午後４時
（水曜休み）

毎月第２・第４木曜日は
子育てママの就職相談
時間／午後１時～４時
会場／女性センター
申し込みは女性セン
ターまで
☎0187-62-1713



大曲・西仙北都市
計画区域を統合

中仙・仙北地域を
新たな都市計画区

域へ

【問い合わせ】　都市計画課　☎0187-66-4908

　
で
は「
大
仙
市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」を
制
定
し
、

計
画
に
沿
っ
た
都
市
づ
く
り

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、都
市
の
範
囲
を
定
め

る
都
市
計
画
区
域
は
大
曲
都

市
計
画
区
域（
大
曲
地
域
全
域
、

神
岡
地
域
、美
郷
町
の
一
部
）と
西

仙
北
都
市
計
画
区
域
（
刈
和
野

地
区
、
土
川
地
区
の
一
部
）
が
あ

り
ま
す
。

　

近
年
、都
市
計
画
区
域
外
に

な
っ
て
い
る
中
仙
・
仙
北
地
域

の
一
部
で
は
、
国
道
１
０
５
号

沿
い
や
国
道
13
号
大
曲
バ
イ

パ
ス
沿
い
に
都
市
的
土
地
利

用
が
進
行
し
、農
地
を
商
用
施

設
等
に
転
用
す
る
ケ
ー
ス
が

広
く
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
農
地
等
の
侵
食

に
一
定
の
歯
止
め
を
か
け
、
商

業
施
設
、工
業
施
設
、住
宅
等
が

混
在
し
た
無
秩
序
な
市
街
地

の
拡
大
を
抑
制
し
、
健
全
で
合

理
的
な
土
地
利
用
を
推
進
す
る

必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、大

仙
市
と
し
て
一
体
的
な
都
市

づ
く
り
を
行
う
た
め
に
、現
行

の
大
曲
と
西
仙
北
の
都
市
計

画
区
域
を
統
合
（
統
合
に
あ
た

り
、西
仙
北
地
域
の
一
部
を
区
域
と

し
て
拡
大
）、
さ
ら
に
中
仙
・
仙

北
地
域
の
一
部
を
新
た
に
都

市
計
画
区
域
に
拡
大
す
る
こ

と
で
、
一
体
の
都
市
と
し
て
総

合
的
な
整
備
・
開
発
・
保
全
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

市

　 土地利用の適正化
一体的な都市として、適正な土地利用の調整が可能
になります。これにより、無秩序な市街地化を抑制し、
道路や上下水道など公共施設が適正に配置できます。

　 環境保全と住民意識
数十年後の市の景観が悪化しないよう、自然環境や
農地の保全を積極的に進めることができます。これ
により、景観形成による「まちづくり」への意識向
上が期待されます。

　 開発行為の許可
工場や商業施設、住宅地をつくるために、農地など
を造成することを開発行為といいます。
都市計画区域に指定されると、3,000平方㍍以上の開
発行為を行う場合、許可が必要になります。（都市計画
区域外は10,000平方㍍以上）許可の対象になっても、一
定の基準を満たさない場合は開発できません。

都市計画区域指定の主な効果

　 建築確認
建物を建てる前に、その建造物が法律等に適合して
いるかを確認することを建築確認といいます。
都市計画区域で建物を建築する場合、建ぺい率や容
積率の基準に沿った建築が求められます。特に、新
たに建築をする場合は、幅４㍍以上の道路に敷地が
２㍍以上接していなければ、建築できません。

拡大予定区域／
【中仙】下鶯野、上鶯野、北長野、豊川、
長野、鑓見内、長戸呂
【仙北】戸地谷、堀見内、高梨、橋本
【西仙北】刈和野、北野目
【大曲】四ツ屋、角間川 拡大予定範囲

現都市計画区域

大曲

中仙

仙北

神岡

南外

西仙北

美郷町

仙北市

横手市

大仙市の都市計画区域
map of city plqnning

DAISEN City Public Relations 2011.3お知らせ版11
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今野フヂヱさんが100歳に
長寿を祝う

　南外地域の今野フヂヱさん＝木直＝が３月１日、100
歳の誕生日を迎えられ、山王丸愛子副市長から長寿祝
い金が手渡されました。
　大曲地域の花館に生まれた今野さん。19歳のとき
に夫・忠一郎さんと結婚し、農業を営みながら２男１
女を育てました。
　現在は長男夫婦との３人暮らし。目が良い今野さん
は、新聞を読むときもメガネを使うことはなく、時に
は裁縫もしています。また、春になると天気の良い日
には家の周りの散
歩を楽しんでいま
す。好き嫌いなく、
３食しっかりと食
べる今野さん、家
族と一緒に健康に
過ごしています。

家族で記念撮影家族で記念撮影

1林さんが児童に
声をかけながら進
められた実験
2噴火について、
林さんに積極的に
質問する児童たち 1作詞を手がけたビーンズ豆田さん2園歌を元気に歌う園児たち

仙北南保育園で園歌お披露目会
「ほくほく」の笑顔で歌ってほしい

　仙北南保育園（藤嶋惠子園長・園児数151人）で２月18日、
園歌お披露目会が行われました。
　同園創立39年目にしてできた園歌。作詞は、大曲地
域花館出身の作詞家・ビーンズ豆田さん（本名：小山正志
＝千葉県在住＝）。NHK「みんなのうた」やフジテレビ「ひ
らけ！ポンキッキ」で紹介される曲のほか、CMソン
グなどの作詞も手がけています。同園にビーンズ豆田
さんの高校時代の同級生が勤務していることがきっ
かけとなり、園歌の作詞を手がけました。
　ビーンズ豆田さんは「仙北平野の美しい四季の風景を
織り込んだ」「歌詞の中に仙北の北

ほく

と、うれしい心を表
現した『ほくほく』という言葉がある。ほくほくの笑顔で
歌ってほしい」と園歌に込めた思いを話してくれました。

22 11 22

デンマークで社会福祉研修
西仙北高校生徒が研修報告

　デンマークでの社会福祉研修に参加した西仙北高
校の生徒６人（２年３人、１年３人）が２月22日、研修の報
告に市役所を訪れました。
　平成10年度から毎年行われている研修で、今年は１
月４日から11日までの日程で実施。現地の福祉施設見
学や地元高校生との交流、ホームステイなどを体験し
ました。
　参加した生徒は「福祉水準の高さだけでなく、福祉
に対する考え方も日本と違うと思った」「国や言葉、
人種、肌の色は違っても同じ人間として心は通じると

思った」などと、研修
をとおしての体験を
話してくれました。

生き生きとした表情
で研修の報告をして
くれた生徒たち

市内中学生が海外派遣研修
20人がオーストラリアの文化を体感

　今回で６回目とな
る市の中学生海外派
遣事業。市内の中学
生20人が１月３日か
ら10日までの日程で
オーストラリアを訪
れました。
　現地農場でのファームステイでは、農作業や家畜の
世話などを体験。また、現地の学生との交流や世界遺産
のキュランダ渓谷の探索などを行いました。
　２月14日には、仙北ふれあい文化センターで報告会を
行い研修内容を発表。「水や自然環境を大切にするには」
「環境に優しいごみ処理とは」などの自主研究テーマに
ついて、海外研修をとおして学んだことを発表しました。

研修先のマンガリーフォールズで記念撮影
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大仙市
ニューストピックス

秋田大学が刈和野小で理科教室を開催
学校統合を前に児童の交流を図る

　秋田大学教育文化学部教授の林信太郎さんが２月25日、刈和野小で理科教室を行いました。
　昨年、同大と市が締結した包括連携協定の一環として行われたもので、平成24年４月に統合する予定の刈
和野、土川、大沢郷、双葉の４小学校の児童に授業をとおして交流を深めてもらおうと、同大と市教育委員会

が企画しました。
　この日は、各小学校の３年生62人が参加。
林さんは、宮崎県の新

しんもえだけ

燃岳周辺で採取した岩
石を披露したほか、写真や映像で噴火につい
て説明しました。その後行われた実験では、
この日初めて顔を合わせた児童たちが協力
し合って作業。練乳を熱い溶岩に、ココアの
粉を冷えて固まった岩石に見立て、溶岩が流
れる様子を学びました。
　参加した児童は「噴火ってすごいと思った。
違う学校の友達と一緒に勉強できて楽しかっ
た」「またみんなで一緒に勉強したい。統合す
るのが楽しみ」などと笑顔で話してくれました。

11 2

魁新報 安藤記者が大沢郷小で講演
南極へ行ってきたわらぐつ

1南極でわらぐつを履く
安藤さん（写真提供・安藤伸一
さん）2普段は県立博物館
でわら細工を教える佐藤
さん（写真右）。厚い防寒着を
着ていても履きやすいよ
うに前面が開き、底と周り
は二重編みにして寒さに
耐えられるよう工夫され
たわらぐつ3児童の質問
に答える安藤さん

　第51回南極観測隊に記者として参加した安藤伸一さん（41歳）＝秋田
魁新報社報道部記者＝が２月22日、大沢郷小学校（和田美砂子校長・児童数39
人）で講演を行い、南極での生活などを紹介しました。
　講演会には同小全校児童のほか、西仙北西中１・２年生39人や地域
の方々が参加。写真などを使って説明される南極の様子や観測隊の作
業の紹介に興味深く耳を傾けました。講演後の「なぜ南極観測隊に参
加したのか」という児童の質問に「この機会を逃したら南極に行くチ
ャンスは二度とないと思ったから」と答えた安藤さん。子どもたちに
勇気をもって挑戦することの大切さを伝えました。
　また、講演では安藤さんが南極に持っていった「わらぐつ」を紹介。
わらぐつは佐藤義郎さん（77歳）＝大沢郷宿＝が製作したもので、安藤さ
んが南極観測隊に参加することを知った佐藤さんが知人の新聞記者
を通じ、自作のわらぐつを持っていってもらうようにお願いしまし
た。実際に南極で履いてみた安藤さんは「とても温かかった。軽くて滑
らなくて履きやすかった」と感想を話しました。わらぐつは、白瀬南極
探検隊記念館（にかほ市）に保管される予定です。

11

22 33

国際フェスティバル in大仙
異文化に触れ合う

　国際フェスティバルin大仙が２月20日、イオン
大曲ショッピングセンターで行われました。
　国際交流や国際協力活動をしている個人・団体を紹介し、県内在住の外国人の方々
と地域の方々との触れ合いをとおして、さまざまな文化への理解を深めてもらおう
と開催。市と大仙市国際交流協会が企画し、今回で３回目となります。
　ステージでは、スコットランドや韓国、ロシアなどの方々による民族衣装ファッション
ショーなどを開催。ステージ周辺に設けられたブースでは、民芸品の展示や食材の試食
などが行われ、会場を訪れた多くの方々で賑わいました。

1民族衣装ファッション
ショーではさまざまな衣
装を披露2韓国語や英語、
ロシア語など多くの言葉
が飛び交ったブース内

22

11

違う学校の児童同士がペアを組んでの実験作業
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絵本のお礼とし
て会員に手作り
メダルを贈った
園児たち

　大曲テンダーライオンズクラブ（小松リツ会長）が角
間川保育園に絵本を寄贈しました。
　同会が毎年行っている青少年健全育成活動の一環。
バザーでの収益金の一部で動物や乗り物などのジャ
ンボ図鑑や絵本など12冊を購入し、心豊かな子どもに
育ってほしいと願いを込め贈りました。

　小松会長は
「大事に使って
くださいね」と
笑顔で声をか
けました。

テンダーライオンズクラブが絵本を寄贈
心豊かに育ってほしい

三浦教育長に
手渡された大
型絵本

　大曲ロータリークラブ（板先達会長）から大曲図書館
に児童向け絵本を寄贈していただきました。
　同会が行っている社会奉仕活動の一環。「子どもた
ちに本に親しんでもらえるように」と願いを込め、絵
本の読み聞かせに便利な大型絵本を10冊贈りました。
　いただいた絵本は、各小学校や養護施設などで行う
絵本の読み聞
かせボランテ
ィアに活用さ
れます。

大曲ロータリークラブが絵本を寄贈
絵本に親しんでもらえるように

たくさんの善意ありがとうございます
各団体からの寄付・寄贈

　秋田銀行有志行員から市に豪雪対策用備品を寄贈
していただきました。
　今冬の豪雪を受け「お世話になっている地元へ恩返
しができれば」と、同行が全行員を対象に寄付を募っ
たもの。集まった寄付金で雪の被害が大きかった県内
の自治体に贈る豪雪対策備品を購入しました。
　当市には安全ベルトやロープ、安全長靴など17点を
寄贈。いただいた備品は、市職員が高齢者や障がい者
の自宅、空き家等の除雪作業を行う際に使用します。

秋田銀行員が豪雪対策用備品を寄贈
お世話になっている地元へ恩返し

栗林市長に目録を手渡
す秋田銀行大曲支店長
の根本悟さん（写真左）

　道の駅なかせんで２月26日、「D
ド ン パ ン

onpanスノキャン」が行われ、
約500個のスノーキャンドルが道の駅にともされました。
　冬にイベントのない中仙地域をスノーキャンドルで盛り上げ
ようと中仙観光協会と道の駅なかせん連絡協議会が企画したも
の。当日は地域の方々や、北秋田市の阿仁でスノーキャンドルイ
ベントを行っている阿仁スノーキャンドルストリート実行委員
会の方々も応援に駆けつけ、協力して作業。バケツで作ったミニ
かまくらや雪壁に掘った穴に、ペットボトルを切って作ったキャ
ンドルホルダーを設置し、キャンドルを入れました。
　日が暮れる午後６時ごろ、キャンドルに明かりがともされる
と、温かい光に包まれた幻想的な風景が広がりました。このほか、
おでんとお汁粉の振る舞いや雪中宝探し大会などが行われ、家族
連れなどで賑わいました。

道の駅なかせんでスノーキャンドルイベント
キャンドルに明かりがともる

やわらかな光がつくりだした
幻想的な雰囲気
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春の花咲く農業科学館へぜひお越しください

大仙市の行事予定

歯… 休日歯科当番医
午前９時～午後１時

児 … 小児救急診療
午前９時～午後３時

外 … 休日外科当番医
午前 10 時～午後４時

休日救急医療（仙北組合総合病院内） ※日曜日・祝日・年末年始
☎ 0187-63-2111　■内科・小児科　■午前９時～午後３時

3月16日水 ～ 4月5日火

18 金

29 火

28 月

22 火

協和地域行政相談■午前９時～■水沢世代交流福祉館
太田地域行政相談■午前９時～■太田庁舎相談室
大曲地域行政相談■午前 10 時～■大曲庁舎市民ホール
南外地域行政相談■午前 10時～■南外コミュニティセンター
協和地域行政相談■午後１時～■協和市民センター（和ピア）

24 木

31 木

23 水

30 水

嶽六所神社奉納ぼんでん■午前８時～■嶽六所神社
地域づくり講演会（講師：ブラボー中谷さん）
■午後１時30分～■西仙北中央公民館（無料）
外 大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131
歯  冨岡歯科医院（太田）☎ 0187-88-1123
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

20 日

25 金

4 月

4／ 1 金 秋田県議会議員一般選挙告示

道の駅なかせん「こめこめプラザ」リニューアルオープン（・27日）
■【セレモニー】午前９時～■道の駅なかせん「こめこめプラザ」
西仙北スマートインターチェンジ利用開始
■午後３時～（先着 50 人に記念品贈呈）

26 土

19 土
西仙北地域行政相談■午前10時～■高齢者ふれあいセンター
新作花火コレクション
■午後６時 20 分～■大曲ファミリースキー場

17 木 平成23年第１回大仙市議会定例会（５日目）
■午前10時～■議場（大曲庁舎）

5 火

3 日
外 仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  城南堂歯科医院（仙北市）☎ 0187-54-3678
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

外 仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  城南堂歯科医院（仙北市）☎ 0187-54-3678
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

27 日

期日 時間 会場

５日
（火）
全血

9:40～
12:00 ユアテック（株）大曲営業所

12:20～
13:10 JA秋田おばこ本店
14:30～
16:00 大曲商工会議所

８日
（金）
全血

10:00～
12:00 イオン中仙店13:00～
16:00

12日
（火）
全血

10:00～
11:30 東北電力（株）大曲営業所

13:00～
14:00 （有）佐藤縫製

14:30～
16:00 アネスト岩田（株）秋田工場

18日
（月）
成分

10:00～
12:00 市役所西仙北庁舎13:00～
16:00

28日
（木）
全血

10:00～
11:30 （株）自然科学調査事務所

11:50～
12:40 （株）佐藤忠蔵商店

14:30～
16:00 仙北地域振興局福祉環境部

【問い合わせ】健康増進センター大曲分室
 ☎0187-62-1015

※成分献血は予約が必要です。
会場・時間は、変更になる場合があります。

【問い合わせ・申し込み】
 県立農業科学館（月曜休み）
 ☎ 0187-68-2300

【墨絵展「癒しと笑顔」】
期間／４月22日（金）から24日
（日）まで
【春一番山野草展】
期日／４月23日（土）・24日（日）
【農業試験場紹介展】
期間／４月５日（火）から５月29
日（日）まで

 

企
画
展

 

研
究
機
関
紹
介

4月農業科学館
イベント情報

あなたの献血で助かる
いのちがあります

４月の献血日程

163／ 水

2 土
秋田県議会議員一般選挙期日前投票（～９日）
■午前８時 30 分～午後８時
■大曲・西仙北・中仙・協和・南外の各庁舎、神岡福祉センター、
仙北就業改善センター、太田農村環境改善センター　▶ P.1

外 仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111月21
春分の日



16

楽しい運動で体力づくり
体力増進指導教室受講者募集

　ボール運動やなわとび、マット

運動など、週１回・年間40回で基礎
体力づくりを行います。

◆対象／大曲地域の小学１年から

３年までの児童

◆期日／４月14日から３月までの
毎週木曜日

◆時間／

【１年生】午後３時30分～４時15分
【２・３年生】午後４時30分～５時15分
◆会場／桂児童センター（大曲田町）

◆定員／30人
◆参加費／600円（保険料）
◆申込期間／３月26日（土）午後２時
から30日（水）午後４時30分まで
【問い合わせ】

 桂児童センター☎0187-63-2426

各団体の作品等を展示
産業展示館展示会

【たんぽぽの会作品展】

　押し花、レカンフラワー、グラス

アートの作品展示を行います。

期間／３月19日（土）から27日（日）
まで※月曜休み

【大仙・仙北切手趣味の会

第８回展示会】

期間／３月29日（火）から４月17日
（日）まで※月曜休み

◆時間／午前９時～午後４時

◆会場／産業展示館

【問い合わせ】

 女性センター☎0187-62-1713

健康管理・スキルアップに
リンパマッサージフットケア体験

◆期日／３月23日（水）・25日（金）
◆時間／午後１時～、午後７時～

◆会場／はぴねす大仙（幸町2-70）

◆参加費／500円（要申し込み）
【問い合わせ・申し込み】

 中村さん☎090-5595-0800

協会けんぽの保険料率
４月納付分から上がります

　協会けんぽは、主に中小企業の

従業員とその家族のみなさん約34
万人（秋田支部）が加入する健康保険

です。厳しい財政状況により、平成

23年４月納付分から健康保険料率
は9.54％（現行9.37％）、40歳から64
歳までの方に対する介護保険料率

は1.51％（現行1.50％）に上がります。
【例】月収20万円（税引き前）の方の健
康保険料は月額約170円の増、介護
保険は約10円増※任意継続被保険者
の方は事業主負担分も加わります。

【問い合わせ】

 全国健康保険協会（協会けんぽ）

 秋田支部☎018-883-1841

南部相談室を新設
県の消費者相談窓口

　県では、悪質商法被害や多重債

務など消費生活の相談窓口として、

４月１日から秋田県生活センター

南部消費生活相談室を新設します。

【秋田県生活センター

南部消費生活相談室】

◆相談時間／月から金曜までの午

前８時30分～午後５時
◆所在地／平鹿地域振興局１階（横

手市旭川１－３－41）

◆相談電話／☎0182-45-6104
【問い合わせ】

 秋田県県民文化政策課

 消費生活室☎018-860-1517

クラブ員募集
大曲ジュニアソフトテニスクラブ

　申し込みは練習日にコートでも

随時受け付けます。まずは友達と

見学に来てみてください。

◆対象／小学３年以上の児童

◆活動日時／毎週土曜日

午後２時～５時

◆活動期間／平成24年３月31日ま
で（毎年更新）

◆活動場所／中央公園テニスコート

（大曲川原町）、大曲総合公園テニスコ

ート（内小友中沢頭）等※冬期間は室内

◆参加費／年額10,000円（スポ少加入
料、選手登録料、保険料含む）

◆持参するもの／テニスシューズ

【問い合わせ・申し込み】

 大曲ジュニアソフトテニスクラブ

 高野さん☎0187-63-6583
会社・法人登記の
事務取り扱い庁が変更になります

　会社・法人登記事務は、３月14日
から秋田地方法務局登記部門（秋

田市）での取り扱いとなり、秋田地

方法務局大曲支局では行っていま

せん。

　なお、不動産（土地・建物など）登記

事務については、これまでどおり

大曲支局で取り扱います。

◆対象区域／大仙市、仙北市、美郷町

【問い合わせ】

 秋田地方法務局☎018-862-6531

相談には申し込みが必要です
土地・家屋・相続無料相談

◆日時／３月25日（金）
午前10時～午後３時
◆会場／大仙市社会福祉協議会本所

◆定員／先着８人

◆申込期限／３月23日（水）
◆相談員／相馬完さん（司法書士）

【問い合わせ・申し込み】

 大仙市社会福祉協議会本所

 ☎0187-63-0277

会員募集
西山山野草共生会

　西山山野草共生会は、中沢湿原

（農業科学館周辺）を中心とした西山

一帯の自然環境を保全・整備する

ボランティア団体です。県内の湿原

などの自然観察会も行っています。

　自然に興味があり、ボランティ

ア活動に協力してくださる方の入

会をお待ちしています。

◆年会費／500円
◆申込期限／４月15日（金）
【問い合わせ・申し込み】

 生涯学習課☎0187-63-7262
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ペアーレ大仙
４月の特別料理教室

①【今月の中国料理】

日時／４月１日（金）午後６時～８時

材料費／600円（受講料1,200円）
内容／麻婆豆腐

②【素敵な手作りお菓子】

日時／４月15日（金）午前10時～正午
材料費／500円（受講料1,200円）
内容／シフォンケーキ、いちご大福

③【蕎麦打ち体験】

日時／４月19日（火）午後６時～８時
材料費／1,500円（受講料1,200円）
④【米粉でスイーツ】

日時／４月20日（水）午前10時～正午
材料費／600円（受講料1,200円）
内容／あんぱん、りんごパン、クレ

ープ

◆会場／ペアーレ大仙

◆定員／各講座16人※③は８人
◆申込期間／講座日の３日前まで

※直接ペアーレ窓口へお越しください。

【問い合わせ】

 ペアーレ大仙☎0187-63-8600

メンバー募集
ヤートセ桜秀心舞

　ヤートセ秋田祭りで一緒に踊っ

てみませんか。今、新しい振り付け

でオリジナル曲を練習中です。み

んな一からのスタートですので、

まずは見学にお越しください。

練習日／毎週木曜日午後７時～

会場／中仙公民館長野分館

【問い合わせ】

 ヤートセ桜秀心舞 秋山さん

 ☎090-2999-2787
 中仙観光協会ホームページ

 http://www.nakasen-kanko.jp/

子どものための
日本舞踊体験教室

　ゆかたを着て、正座・おじぎなど

の作法と童謡などに合わせての踊

りを体験できます。（見学可）

◆対象／３歳以上の未就学児

◆期日／３月20日（日）・21日（月）・
22日（火）※全３回
◆時間／午前10時30分～11時30分
◆会場／藤間流日本舞踊稽古場

（大花町9-6-18）※JR大曲駅東口徒歩３分

◆参加費／【初回】1,500円
【２回目以降】500円
◆持参するもの／ゆかた一式、白

足袋（貸し出しは要予約）

【問い合わせ・申し込み】

 藤間流 藤扇会☎0187-62-0469

春のバラに親しもう
バラ栽培講習会

　春バラの枝切り、防除、施肥の仕

方についての講習会です。

◆日時／３月26日（土）
午前９時～11時
◆会場／こもれびの杜ばら園（飯田

堰東235）

◆参加費／無料

◆持参するもの／剪
せん

定
てい

ばさみ

【問い合わせ・申し込み】

 大曲ばら会 鈴木さん☎0187-63-7320

税務のスペシャリスト
国税専門官採用試験（大卒程度）

　申込書は大曲税務署に用意して

います。

◆受験資格／昭和57年４月２日か
ら平成２年４月１日までの生まれの

方、または平成２年４月２日以降生

まれで①大学を卒業した方（24年３月

までに卒業見込みを含む）②人事院が

①と同等の資格があると認める方

◆申込期間／

４月１日（金）から14日（木）まで
【問い合わせ・申し込み】

 仙台国税局人事第二課試験研修係

 ☎022-263-1111内線3236

大曲技術専門校の
スキルアップセミナー

【①NC旋盤講習（プログラミング）】

期間／４月13日（水）から15日（金）
まで

【②イチから学ぶIllustrator講習】
期日／４月13日（水）・14日（木）
【③１級電気工事施工管理技士学

科試験準備講習】

期間／４月19日（火）から22日（金）
まで

【④機械図面の読み方】

期日／４月26日（火）・27日（水）
【⑤ホームページ作成講習（HTML編）】

期日／４月26日（火）・27日（水）
◆対象／会社等に勤務されている

方※①・④は新人対象

◆時間／午前９時～午後５時

◆会場／大曲技術専門校

◆定員／各10人
◆受講料／無料（別途テキスト代）

【問い合わせ・申し込み】

 大曲技術専門校☎0187-62-6321

道の駅なかせん
リニューアルオープン

　米粉菓子・風船プレゼントや工

場直送「おかき」のつかみどり等を

行います。

　26日にはリニューアルオープンセ
レモニーを行い、甘酒振る舞い・もち

つき・ドンパン踊り披露など、さまざ

まなイベントを企画しています。

◆日時／３月26日（土）・27日（日）
午前９時～

【問い合わせ】

 道の駅なかせん「こめこめプラザ」

 ☎0187-56-4515

有用微生物について学びませんか
EM環境浄化生ごみ堆肥化勉強会

　EM（有用微生物群）を活用した「EM

生ごみ肥料化とEM環境浄化発酵液

の作り方、活用方法」などについて

学びます。

◆日時／３月26日（土）
午前９時～正午

◆会場／女性センター

◆定員／30人
◆参加費／500円（材料費）
【問い合わせ・申し込み】

 大仙市EMによる環境浄化研究会

 太田さん☎0187-63-6080
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